











































るク ーム問の関係と， (i)同一種類のタ ーム間の関係である。 一般的には，(i)に













































L4: 421: 6 治療

















































































5 Europe (BC : d) 
56 Gt. Brit. & Ireland (BC: e) 
561 England (BC : ed) 






が同格の記号を有し，有機化学工業 (CV) は， その上のクラスに屈する化学
工業より記号が短い。こうしたことは BCではよくある ことで，例外的なものでは(13) 
ない。また， Blissは，「記号上の同格は，必ずしも分煩上の同格ではない」として































































































































れた 「A,E, I, K, L, M, N, 0, P, S, T, U」という文字だけをペースとして使い，
どこの国でも発音しやすいジラブルをつくるように工夫された記号を示しておい
た。この場合， 母音と子音は交互に使用するが， 一部の二重母音 AE,AO, EA, 



































の間にくるような別の•ンソプル ・ タ ー ムを ， どのように凶列に挿入したらいいのか
という問題が派生してくる。 131からはじまる番号は，すべて複合タ ームのために
保留されており，もし1315を足指にあてるとしたら， 13183の位置がよくないこと































































Main Class (主類） U 
Facet (面） I 








Main Class V 
Facet I 
Term 6 





では忘れられている。たとえば， CYA 燃料-@:~vc:.ft CYに続くものであるが
—をみると， CY と CYA の間には， 新しいタ ー ムは全然挿入できない。段階的
な記号では，挿入するためには，その群のなかにギャップがある場合は 可 能にな
る。また，外挿するには，ベースのすべての符号が使われている場合にだけ可能で
ある。 Ranganathanは"Octave device "を外挿法の手段としている。 1,2, 3 .
8, 91,--・92,--・98, 991, 99z .. 等は連脈のなかで想列の方法として用いられる，オク
クープ符号 9はここでは余白とする。また，Farradineは挿入法および外挿法のた
めの方策として，これ以外の方法を提唱している。彼が基盤として分配しているの
は，Bから Y までの大文字をその符号と しているが，これ以外の他の符号を加え
る方法である。つまり ，・A,Al, A2,--A9, B, C, Cl, CZ, …C9, D--・Y, Yl, Y2が
これである。
(2) chain の関係に新しい ク ー ム を挿入する—例示したタ ー ム 2 と 3 の間に
新しいタ ームをおきたい場合を考える。 この場合，順序づけの記号では常に可能で
あるが， 一般に段階的な記号では不可能である。 Farradineは B とそれの sub
class BGの Chain の関係で挿入された新しいクームは Bgと記すという解決法
を示している。 つまり(1)の場合に提唱されたベースの基盤と異なる符号 を用 いれ
ば， こうした問題は，自 ら解決される とい うのである。また，Bとそのすべての枝










































C 化学 F 植物学
CG 分析 FD 生理学
CGQ 定試 FDE 代謝
CI 無機 FK 系締植物学
CIU 燐 FL 感花植物
co 有機 FLF 藻類
これを，列挙型("enumurative" or "Feuced ")の記号 (notation)とVickery




ぞれに数字を用いて表わされる。 これを Vickeryと同じく面構造型 ("labelled")
の記号と呼ぽう。
E 化学 植物学
E 3 分析 I. 3 生理学
E 34 疋←~ 丘嬰→ I 33 代謝
El 無機 11 隠花植物




















Hierarchical Ordinal Schedule 
Ranganathan Farradme 
1 B B World 
1-51 BAI BAB British empire 
11 BB BB Eastern hemisphere 
12 BW YG Southern hemisphere 
191 BWI YCB Equatorial zone 
IN BWS YCM League of natioれS
7 BX YD America 
71 BX6 YDB North 
72 BXB YE Canada 
728 BXBY YZ Quebec 
7291 BXBYI YZB Yukon 
79 BXS YZM New Zeala叫
8 BY z Australia 
91 BY! zz Land within ocean 
12(16) 16 12 元の符号の数
31 (39) 39 32 符号の全ての数
上例で．イ クリックで記されていないものはイタリック体で記された記号が
加えられる前の， もとの型を表わ してい る。一つのタ ーム NewZealand Iま，
Americaと Australiaの間に arrayの関係で，挿入されたものであり， また，










Ranganathan の記号法の原型—ーすなわち， 1 , 11, 12 , 7 ,72 , 728 , 8はすべ
て同一種の記号である。新しいタ ームを加えるについて RanganathanIi, (a)71と
79では段階的な記号をすてている。それは，chainにしろ arrayの関係にしろ，
新しいタ ームを挿入する方法をも っていないからである。 (b)そこで，彼は新しい符
号一~つまりダッジュとか大文字を使用する，という二つの方法を考えている。
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